
相談支援センターが院内で
認められ地域に根付くための 

アクション 

地方独立行政法人  佐賀県立病院好生館 

                        相談支援センター  

           医療相談係長 大石 美穂 



②相談支援センター 県民公開講
座のポスター/ちらし配布 

①体制 

④広報誌掲載 
⑤症例検討会・有床診療所訪問
診療訪問看護居宅介護支援事業

所連絡会の企画運営 

③トップページのバナー/好生館コ
ラム記事執筆/症例検討会の案内 

⑦シンポジスト・講師派遣 ⑧マスメディア活用 

⑩未収債権審査委員会委員とし
ての相談実績報告 

⑨患者のニーズに応えた場面 

づくり 

⑥がん情報提供コーナー設置 

 アクション１０ 



 

MSW５名 

事務補助２名 

看護師３名 

事務補助４名 

センター長は館長 





ポスター・ちらし 

【館内】 
各階エレベーターの壁に掲示 
【地域】 
毎年度４月に圏域と東部地区医療機関や行政、 
市内公民館全部に配布 
がん県民公開講座開催事務局としても上記同様の 
配布と、佐賀駅前でのチラシ配布 
 
 



県民公開講座 
ポスター・ちらし 

• 【館内】 
• 各階エレベーターの壁等に掲示 
• 【地域】 

• 県内医療機関と行政、市内公民
館全部に配布と佐賀駅前でのチ
ラシ配布 
 

相談支援センターを 

しっかりPRするポスターに 

した。 

講座の問い合わせから 

個別の相談に発展!! 

H22はこの枠でMSWが 

講演「活かせる 

制度であんしん医療」 



広報誌 



テレビ出演 STSサガテレビでのPR 
 
・「教えてDr.医療ナビ」 
現在も動画でアップされている 
佐賀県健康増進課からの提案 
 
県民からの「がん患者必携に 
ついて知りたい」という相談には 
相談員が答える 
 
・「健康バンバン」 
現在も動画でアップされている 
当館十時理事長の発案で実現 
 
・「かちかちワイド」 
広報室長に交渉して頂く 
県民公開講座のPRも、毎年度 
相談支援センターが出演 



院内外へのはたらきかけ ～症例検討会の開催状況～ 

  開催月 テーマ 

H21年度 2月開催分 症例検討 ～化学療法から緩和ケアへ～ 

  3月開催分 症例検討 ～緩和ケア病棟から在宅へ～ 

  5月開催分 行政からの連携依頼 在宅→外科→在宅緩和ケア 

  6月開催分 中皮腫患者の緩和ケア～介護支援と制度を学ぶ～ 

  7月開催分 在宅支援の定着と地域連携を考える 

  8月開催分 中皮腫患者の緩和ケア～介護支援と制度を学ぶ～ 

  9月開催分 夫婦単位で遠隔地親族の地域連携を考える 

  10月開催分 
脳浮腫の在宅支援と住環境整備                                                                         

～夫婦両者が障害である方の支援を考える～ 

Ｈ２２年度 3月開催分 地域がん連携ネットワーク研修会～介護保険を学ぶ～ 

  5月開催分 館外症例：訪問診療、行政と福祉の連携を考える 

  6月開催分 
直腸がん：自宅での看取り希望を叶える                                                                    
～インフォーマルな支援を含んだネットワーク～ 

  7月開催分 肝細胞がん 各段階における悲嘆のケアを含むネットワーク支援を考える 

  8月開催分 他県からの紹介症例 活用できる医療資源をどう探すか 

  9月開催分 肝細胞がん 各段階における悲嘆のケアを含むネットワーク支援を考える 

Ｈ２３年度 ２月開催分 佐賀中部圏域の在宅ネット設立と患者・家族の視点から見た在宅支援 

  5月開催分 がん患者遺族の声より佐賀の緩和ケア、住宅を考える 

  8月開催分 緩和ケアにおける症例検討会 

  9月開催分 ～ターミナル期の口腔ケアを含んだ在宅支援を考える～ 

  11月開催分 排泄ケアを支える ～地域ネットワーク～ 

H24年度 2月開催分 在宅医療麻薬管理 「もうひとつの我が家で、最期までその人らしく」 

  4月開催分 「化学療法中の患者を食事から支えるために」 

  10月開催分 
「在宅＞入院＞在宅移行するがん患者のチーム医療                                                                                                                                                      
～入院時情報提供書というツールの活用で見えてくるもの～」  



 

医師・歯科医師・薬剤師・看護師・社会福祉士・ケアマネー
ジャー・介護福祉士・歯科衛生士等 

緩和ケア症例検討会 

 
地域多職種集合場面での周知      



有床診療所・訪問診療・訪問看護・居宅介護支援事業所連絡会 

在宅支援に向けての退院前カンファレンス 

 
地域多職種集合場面での周知      



 患者のニーズに応えた場面での周知      

 

腫瘍内科部長・がん診療部長・医師・化学療法認
定看護師・看護師・かつら関係事業者・ 

化学療法患者会 





未収債権委員会委員名簿 
館長    

副館長   ３名 

内科部長  

外科部長  

看護部長 

事務部長 

副事務部長 

患者サービス課長 

財務係長 

企画経営課長 

相談支援センター 医療相談係長 



がん相談の医療費相談で、提案や支援を行って未集金が回収できた額面を未収債権
審査委員会委員のMSWが報告している。  １回/ ３ヶ月の開催で報告 

 

 

 

 

がん相談の提案で、医療費回収額が歴然とすれば、雇用権者ががん相談の重要性も
理解するはずだと考え、当方より数値化したものを委員会で提出☆☆ 

年  月   日  氏名  ID  未収額   回収額  請求額   概要   特記事項 



☆☆方法は必ずみつかる☆☆ 


